
８『万葉集古義』の前身

鹿
持
雅
澄
の
『
万
葉
集
古
義
』
は
そ
の
名
で
呼
ば
れ
る
前
に
、
前
身
の
註
釈

作
業
が
進
行
し
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
「
古
義
」
と
名
の
つ
く
作
業
の
最
も
早

い
も
の
は
、
高
知
県
立
図
書
館
所
蔵
一
本
へ
高
知
乙
本
）
に
属
す
る
巻
二
上
の

最
後
の
紙
（
百
七
丁
）
折
目
下
方
に

戊
寅
八
月
六
日
書
写
畢

と
見
え
る
書
入
れ
で
、
戊
寅
は
文
政
元
年
に
当
る
が
、
こ
の
時
の
一
聯
の
書
写

作
業
は
、
「
古
義
」
と
名
の
つ
く
稿
本
の
成
立
に
と
っ
て
飛
躍
的
な
生
長
段
階

を
劃
し
た
も
の
と
思
う
。

即
ち
こ
の
書
写
は
、
雅
澄
の
註
釈
作
業
が
、
「
古
義
」
と
い
う
名
で
新
し
く

脱
皮
を
と
げ
る
の
に
す
こ
ぶ
る
緊
要
な
槽
程
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ

ま
で
に
そ
の
前
身
が
幾
度
も
作
ら
れ
て
い
る
痕
跡
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
存

す
る
「
古
義
」
稿
本
及
び
そ
の
他
の
文
献
、
記
録
の
中
に
、
前
身
と
認
め
ら
れ

る
も
の
の
徴
証
を
求
め
る
と
、
門
弟
南
部
厳
男
の
作
業
（
通
称
『
南
部
厳
男
校

本
万
葉
集
』
）
以
外
に
、
凡
そ
次
の
三
種
が
あ
る
。

側
『
万
葉
集
記
聞
』
（
万
葉
集
第
一
記
聞
之
二
）
文
化
十
年
成
立

②
『
万
葉
集
巻
々
愚
考
』
（
仮
称
）
文
化
十
一
年
成
立

「
万
葉
集
古
義
』
の
前
身

二
『
万
葉
第
記
聞
』

側
『
万
葉
集
記
聞
』

そ
の
奥
書
に
「
文
化
十
年
癸
酉
秋
日
深
澄
稿
」
と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に

万
葉
集
巻
一
に
関
す
る
深
澄
（
初
期
の
号
）
自
筆
の
註
釈
書
で
あ
る
。
竹
柏
園

の
所
蔵
に
属
す
る
。
茶
色
紙
表
紙
、
縦
八
寸
八
分
、
横
六
寸
四
分
の
零
本
、
標

題
は
無
界
護
紙
に
「
万
葉
集
記
聞
」
と
槽
害
し
、
内
題
に
は
「
万
葉
集
第
一
記

聞
之
二
」
と
あ
る
。
少
く
と
も
二
冊
は
あ
っ
た
体
裁
で
あ
る
が
、
今
は
一
冊
し

か
伝
わ
ら
な
い
。
し
か
も
雅
澄
は
こ
の
書
を
晩
年
ま
で
座
右
に
置
い
て
い
た
ら

し
い
が
、
嘉
永
二
年
（
五
十
九
才
）
の
蔵
書
目
録
、
同
四
年
及
び
安
政
三
年

（
六
十
六
才
）
の
「
蔵
書
虫
干
覚
」
を
見
る
と
、
「
万
葉
集
第
一
記
聞
一
冊
」

と
あ
る
の
で
、
も
と
か
ら
二
冊
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
考
え
ら
れ
な
い
。
巻
一

の
明
日
香
清
御
原
宮
天
皇
代
以
下
巻
末
ま
で
、
本
文
及
び
傍
訓
を
あ
げ
、
釈
を

施
し
て
奥
書
を
附
し
、
宮
地
仲
枝
の
萎
記
を
加
え
た
ほ
か
、
お
び
た
だ
し
い
頭

書
と
書
入
れ
が
あ
る
。

内
容
は
今
日
の
「
古
義
」
巻
一
の
中
巻
及
び
下
巻
に
亘
る
部
分
で
、
ご
く
僅

か
歌
の
除
外
、
脱
漏
を
見
る
が
、
殆
ん
ど
全
歌
の
註
と
い
っ
て
よ
い
・
今
「
古

⑧
『
万
葉
啓
蒙
』
文
化
十
二
、
三
年
頃
成
立

鴻

巣

隼

雄

０



『万葉集古義』の前身９

義
」
の
内
容
と
比
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
「
記
聞
」
の
巻
一
（
三
八
）
人
暦
作
歌

の
解
に
は
「
春
部
」
を
註
し
て

春
部
の
部
は
仮
字
に
て
、
春
方
の
意
也
。
玉
小
琴
に
、
春
部
の
部
は
方
の

意
と
誰
も
お
も
ふ
め
れ
ど
、
春
に
の
み
云
て
夏
部
秋
部
冬
部
と
い
ふ
こ
と

ハルハエ

な
け
れ
ば
、
方
の
意
に
は
あ
ら
ず
、
春
栄
の
約
め
た
る
言
也
、
と
い
は
れ

へ

た
る
は
、
し
ひ
こ
と
な
る
べ
し
。
春
に
の
み
方
と
い
ひ
て
、
夏
方
秋
方

ユ
フ
ユ
フ
へ

冬
方
な
と
は
云
〈
ざ
る
は
、
た
と
へ
ば
夕
を
由
布
幣
と
は
い
へ
と
も
、
朝

ア

サ

へ

イ

ニ

シ

イ

完

シ

へ

イ

マ

ヘ

．
を
朝
幣
と
は
云
ず
、
性
を
往
方
と
は
云
と
も
、
今
を
今
方
と
は
い
は
い

類
、
凡
て
い
と
多
け
れ
ば
、
一
は
か
り
に
は
お
し
て
定
め
か
た
き
を
や
。

と
し
、
更
に
一
旦
頭
註
の
形
で

■足フユ

又
冬
を
ぱ
真
冬
と
は
云
と
も
、
真
春
、
真
夏
？
真
秋
と
は
云
い
な
と
を
も

考
へ
合
す
へ
し

を
加
え
、
再
び
本
文
を
続
け
て
、

但し八巻唾ハに、打上佐保能河原之青柳者今者春部登成爾鶏類

鴨
と
あ
る
春
部
は
、
春
栄
の
意
な
る
へ
し
と
お
も
ふ
人
も
有
べ
け
れ
と

ハル

も
、
か
れ
は
柳
の
芽
の
萠
を
春
に
い
ひ
か
け
し
の
み
に
て
、
猶
部
の
言
ま

で
に
は
あ
づ
か
ら
ず
。

註一

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
る
に
「
古
義
」
で
も
同
じ
事
を
註
し
て
、

ハ
ル
へ
ハ
ル
へ

○
春
部
は
、
春
方
の
意
な
り
、
部
ノ
字
は
用
ひ
た
れ
ど
も
清
て
唱
ふ
く

し
、
其
ノ
謂
は
上
に
委
し
く
い
へ
る
が
ご
と
し
、
（
本
居
氏
ノ
説
に
、
春

へ

＋

ツ

ヘ

部
の
部
は
、
方
の
意
と
誰
も
お
も
ふ
め
れ
ど
、
春
に
の
み
い
ひ
て
、
夏
部

ア

キ

ヘ

フ

ユ

ヘ

ハ

ル

バ

エ

秋
部
冬
部
と
い
ふ
こ
と
な
け
れ
ば
、
方
の
意
に
は
あ
ら
ず
、
春
栄
を
約
め

た
る
言
な
り
と
云
る
は
、
し
ひ
こ
と
な
る
べ
し
、
春
に
の
み
方
と
い
ひ

ナ

シ

ヘ

ア

キ

ヘ

フ

ユ

ヘ

ミ

フ

ユ

て
、
夏
方
秋
方
冬
方
な
ど
云
ざ
る
は
、
た
と
へ
ぱ
冬
を
ぱ
御
冬
と
は
云
ど

も、御瀞御蔚御税とは云ず、又夕を由布幣とはいへども、朝を

ユ

フ

ユ

フ

へ

ア

サ

ア
←
へ
→
イ
ニ
シ
イ
ニ
シ
ヘ
イ
マ
イ
マ
ヘ

朝
幣
と
は
云
ず
、
性
を
往
方
と
は
云
ど
も
、
今
を
今
方
と
は
い
は
い
類
、

凡
て
い
と
多
け
れ
ば
、
一
は
か
り
に
は
お
し
て
定
め
が
た
き
を
や
、
但

ウ
チ
ア
グ
ル
サ
ホ
ノ
カ
ハ
ラ
ノ
ア
ヲ
ヤ
ギ
ハ
イ
マ
ハ
ハ
ル
ペ
ト
ナ
リ
ニ
ケ
〃
カ
モ

し
八
巻
に
打
上
佐
保
能
河
原
之
青
柳
者
今
者
春
部
登
成
爾
鶏
類
鴨
と
あ
る

ハルパエ

春
部
は
、
春
栄
な
る
べ
し
と
お
も
ふ
人
も
有
べ
け
れ
ど
も
、
か
れ
は
柴
の

ハル

芽
の
萠
を
、
春
に
い
ひ
か
け
し
の
み
に
て
、
猶
部
の
言
ま
で
に
は
あ
づ
か

らず、
註二
と
あ
り
、
両
書
殆
ん
ど
記
述
の
内
容
を
等
し
く
し
て
い
る
が
、
僅
か
に
、
「
記

聞
」
の
頭
註
を
「
古
義
」
で
修
正
し
、
組
み
入
れ
て
い
る
跡
が
あ
る
・

従
っ
て
「
記
聞
」
は
、
何
か
の
機
縁
、
恐
ら
く
そ
の
書
名
か
ら
判
断
し
て
、

師
の
宮
地
仲
枝
の
講
義
筆
録
の
機
会
を
利
用
し
、
巻
一
の
中
及
び
下
に
ま
ず
註

解
の
筆
を
下
し
た
が
、
一
旦
そ
れ
を
止
め
、
間
も
な
く
「
古
義
」
に
一
層
近

い
、
次
の
万
葉
集
全
註
の
作
業
（
次
に
記
す
『
愚
考
』
『
啓
蒙
』
な
ど
）
に
切

り
換
え
、
「
記
聞
」
か
ら
の
脱
皮
、
前
進
を
計
っ
た
も
の
と
思
う
。
「
記
聞
」
の

成
っ
た
文
化
十
年
は
、
「
万
葉
集
古
義
」
と
銘
打
つ
最
も
古
い
稿
本
、
即
ち
高

知
乙
本
の
折
目
の
書
入
れ
に
あ
ら
わ
れ
た
文
政
元
年
（
文
化
十
五
年
）
八
月
の

書
写
作
業
よ
り
も
五
年
前
で
あ
る
。

三
『
万
葉
集
巻
々
愚
考
』

②
『
万
葉
集
巻
々
愚
考
』

こ
れ
は
仮
称
で
あ
る
。
か
っ
て
雅
澄
が
文
政
四
年
に
先
立
つ
数
年
前
か
ら
、

年
々
書
き
つ
い
で
、
天
保
十
二
年
迄
、
『
雑
誌
』
総
計
六
十
冊
を
残
し
た
が
、

そ
れ
が
今
は
零
本
と
な
っ
て
、
飛
鳥
井
玉
衛
旧
蔵
本
の
中
に
数
部
見
え
て
い

註三

る
。
右
の
『
万
葉
集
巻
々
愚
考
』
は
小
関
清
明
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
『
雑
誌
』

の
第
二
十
二
冊
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
一
聯
の
万
葉
註
解
の
記
事
で
あ
る
。
し

か
も
こ
れ
は
雅
澄
自
身
が
成
の
年
、
文
化
十
一
年
に
記
し
た
『
甲
戌
雑
志
』

-
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（
現
存
せ
ず
）
か
ら
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
も
の
で
、
内
容
は
万
葉
集
そ
の
他
の

歌
集
、
古
事
記
、
六
国
史
等
の
古
典
に
関
す
る
記
事
及
び
そ
れ
ら
の
諸
註
釈
書

か
ら
の
抄
録
、
な
ら
び
に
そ
れ
に
関
し
て
自
説
を
提
示
し
た
記
録
類
と
な
ら
ん

で
記
入
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
断
片
的
な
が
ら
、
筆
者
の
積
極
的
な
研
究
態
度

と
そ
の
学
説
の
進
み
方
を
知
る
に
た
る
。
こ
の
「
雑
志
」
第
二
十
二
冊
の
中
に

収
め
ら
れ
た
雅
澄
の
所
説
は
、
万
葉
集
の
殆
ん
ど
全
巻
か
ら
の
摘
録
で
あ
っ

て
、
そ
の
研
究
の
幅
が
、
前
項
の
「
記
聞
」
の
場
合
よ
り
一
層
拡
大
し
て
い
る
。

今
そ
の
所
説
を
見
る
と
、
全
体
は
二
十
二
条
を
列
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
記

事
が
生
れ
る
背
後
に
は
、
恐
ら
く
万
葉
全
巻
に
及
ぶ
、
語
釈
中
心
の
か
な
り
進

ん
だ
註
解
草
案
が
ほ
ぼ
出
来
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
特
に
難
語
難
訓
に
関
す
る
自

説
だ
け
を
摘
出
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
も
の
を
思
う
。
（
二
十
二
条
に
含

ま
れ
る
巻
次
は
、
万
葉
集
の
全
巻
に
亘
っ
て
い
て
、
う
ち
巻
二
と
巻
十
だ
け
が

そ
れ
ぞ
れ
二
項
で
あ
る
。
）
こ
の
記
事
の
全
体
を
『
万
葉
集
巻
々
愚
考
』
と
仮

称
す
る
の
は
、
記
事
末
尾
に

已
上
万
葉
集
巻
々
愚
考
文
化
十
一
年
甲
戌
美
濃
屋
忠
五
郎
二
託
シ
テ
難
波

フ
カ
シ

人
関
谷
敬
蔵
深
二
見
セ
ニ
遣
ス
控
ナ
リ

と
あ
る
に
よ
る
。
美
濃
屋
忠
五
郎
は
雅
澄
の
友
人
武
藤
平
道
の
こ
と
で
あ
る
。

は
じ
め
今
村
楽
、
後
に
本
居
大
平
、
藤
井
高
尚
に
師
事
し
た
。
雅
澄
が
平
道
に

託
し
た
摘
記
内
容
は
、
恐
ら
く
そ
の
手
を
通
じ
て
鈴
門
の
関
谷
敬
蔵
に
渡
さ
れ

た
筈
で
あ
る
。
雅
澄
二
十
四
才
の
年
で
あ
っ
た
。

試
み
に
二
十
二
条
の
内
容
を
「
古
義
」
と
対
照
し
て
み
る
と
、
両
者
の
関
係

が
明
ら
か
に
な
る
。

（愚考）吾崗之於可美爾一言而廻蘓

言は乞字の写し誤也言乞いとよく以たり、十三巻升九天地之神

乎曹吾乞云々
、十五巻泄一あめっちの可未乎許比都々
云々
なと

有
そ
の
証
也
、
又
集
中
に
神
に
乞
祈
て
ふ
言
多
き
を
も
併
考
給
ふ
へ
し
、

旧
本
の
ま
ま
に
て
は
お
だ
や
か
な
ら
ぬ
を
、
い
か
て
今
ま
で
註
者
等
の
心

は
著
さ
り
け
ん

才
力
、
。
、
ニ
コ
ヒ
テ

オ

カ

ミ

同
じ
歌
に
つ
き
『
古
義
』
は
「
於
可
美
爾
乞
而
」
の
註
で
、
ま
ず
「
於
可
美
」

に
関
す
る
古
事
記
上
巻
、
神
名
帳
、
豊
後
風
土
記
な
ど
の
用
例
を
あ
げ
て
考
証

し
た
後
、
『
愚
考
』
に
対
応
す
る
記
事
を
の
せ
て
い
る
。
即
ち

（
古
義
）
乞
ノ
字
、
旧
本
言
と
あ
る
は
写
誤
な
る
こ
と
う
つ
な
け
れ
ば
、
今

改
め
っ
乞
言
草
書
い
と
よ
く
似
て
混
上
や
す
し
、
コ
ヒ
テ
と
よ
む
べ
し
、

ア
メ
ツ
チ
ノ
カ
§
、
ヲ
コ
ヒ
ツ
ツ

十
三
に
、
天
地
之
神
乎
曾
吾
乞
、
十
五
に
安
米
都
知
能
可
未
乎
許
比
都
都

ア

レ

マ

タ

ム

コ
ヒ

安
礼
麻
多
武
な
ど
あ
る
は
、
そ
の
証
と
云
く
し
、
な
お
集
中
に
、
神
に
乞

イ
ヒ
テ

キ
コ

祈
と
云
る
こ
と
い
と
多
か
り
、
（
言
而
と
あ
り
て
は
通
え
ぬ
こ
と
な
る
を
、

註四

い
か
で
か
も
、
今
ま
で
註
者
等
の
、
心
は
っ
か
ざ
り
け
む
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
愚
考
』
は
た
ま
た
ま
「
難
波
人
関
谷
敬
蔵
深
二
見
セ
ニ
遣

ス
所
ノ
控
」
で
は
あ
っ
た
が
、
摘
記
の
原
拠
と
な
っ
た
も
の
が
相
当
整
っ
た
形

態
で
用
意
さ
れ
て
お
り
、
註
解
作
業
の
巻
次
の
幅
も
「
記
聞
」
よ
り
は
一
段
と

ひ
ろ
が
り
、
し
か
も
そ
れ
が
完
全
な
姿
の
ま
ま
「
古
義
」
の
中
に
吸
収
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
よ
う
に
思
う
。

巻
を
異
に
し
た
他
の
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

（愚考）剣太刀身爾取副常銅栖華丁

怪はシルシとよむへし、十七粁四あらたしきとしのはしめに豊

乃登之思流須登ならしゆきのふれるは、十九握軒いたしへよ先

シルシ

利
之
瑞
な
と
見
え
て
前
表
の
意
な
り
、
略
解
に
サ
ガ
と
よ
め
る
は
あ
た
ら

ず、

。

◎

。

（
古
義
）
怪
は
シ
ル
シ
と
訓
く
し
、
い
は
ゆ
る
前
表
の
義
な
り
、
十
九
に
、

イ
ニ
シ
ヘ
ョ
＋
オ
リ
シ
シ
ル
シ
タ
ピ
マ
ネ
ク
マ
ヲ
シ
タ
マ
ヒ
又
０
Ｏ
ｏ

従
古
昔
元
利
之
瑞
多
脾
末
祢
久
申
多
麻
比
奴
、
こ
の
瑞
を
シ
ル
シ
と
よ
め

』
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ア
ラ
タ
シ
キ
ト
シ
ノ
ハ
ジ
メ
ニ
ト
ョ
ノ
ト
シ
シ
ル
ズ
．
ト
ナ
ラ
シ

る
と
同
じ
、
又
十
七
に
、
新
年
乃
波
自
米
爾
豊
乃
登
之
、
思
流
須
登
奈
良
思

・

ユ

キ

シ

フ

レ

ル

ハ

フ

ガ

七

コ

ガ

ク

ペ

キ

ヨ

ヒ

ナ

雪思敷礼流波、允恭天皇ノ紀ノ歌に、和餓勢故餓句倍枳予臂奈

リ

サ

サ

ガ

ネ

ノ

ク

モ

ノ

オ

コ

ナ

ヒ

コ

ョ

ヒ

シ

ル

シ

モ

利
佐
瑳
餓
泥
能
、
区
茂
能
於
虚
奈
比
虚
予
比
辞
流
辞
毛
、
続
紀
九
ノ
巻
詔

オ
ホ
キ
シ
ル
シ
ノ
モ
ノ
ア
ラ
ハ
レ
ヶ
リ
イ
マ
ッ
キ
マ
サ
ム
・
●
、
可
ノ
十
７
．
ソ
ル
シ
テ
コ
タ
ヘ
キ
タ
リ
ァ
ラ
ハ
シ

に
、
大
瑞
物
顕
来
理
云
々
、
今
将
嗣
坐
御
世
名
乎
記
而
、
応
来
顕

キ
タ
ル
Ｅ
ノ
ー
ア
ル
ラ
・
ン
’
ｒ
才
モ
ホ
シ
マ
シ
テ

シ
ル
シ

来
留
物
爾
有
良
志
止
所
念
坐
而
云
々
、
こ
れ
ら
も
、
思
流
之
て
ふ
言
の
、

○

◎

◎

は
た
ら
き
た
る
も
の
に
て
同
じ
、
（
旧
本
に
、
サ
ト
シ
と
訓
し
は
た
が
へ

り
、
又
略
解
に
、
さ
が
と
よ
み
た
る
は
、
甚
し
き
ひ
が
こ
と
な
り
、
さ
が

シ
等
シ
註
五

は
、
前
表
を
い
ふ
こ
と
に
は
あ
ら
ざ
る
を
や
）
書
紀
に
は
怪
と
も
あ
り
、

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
『
略
解
』
に
対
し
て
批
判
を
行
っ
た
跡
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
自
説
が
す
で
に
『
愚
考
』
と
云
え
る
高
さ
ま
で
と
ど
き
、

次
の
『
古
義
』
が
生
ま
れ
る
体
制
が
で
き
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る

戸、ノ。要
す
る
に
『
記
聞
』
は
、
師
で
あ
る
宮
地
仲
枝
説
の
聞
書
内
容
に
補
筆
す
る

程
度
の
気
持
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
書
名
が
語
っ
て
い
る
が
、
『
愚
考
』

で
は
、
そ
れ
か
ら
脱
皮
し
て
、
自
説
を
展
示
し
よ
う
と
す
る
意
慾
が
動
き
は
じ

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
難
波
に
遣
わ
さ
れ
た
記
事
の
原
拠
と
な
っ
た
も
の
は
、
恐

ら
く
『
記
聞
』
と
同
程
度
の
、
語
釈
を
中
心
と
し
、
全
巻
に
及
ぶ
摘
要
の
形
で

進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
『
万
葉
啓
蒙
』

③
『
万
葉
啓
蒙
』

『
記
聞
』
か
ら
『
愚
考
』
へ
発
展
し
た
雅
澄
の
註
釈
が
、
更
に
註
解
の
度
を
深

め
、
第
三
の
段
階
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立
の
年
時
は
詳
か

で
な
い
。
し
か
し
『
啓
蒙
』
の
書
名
で
呼
ば
れ
た
註
釈
が
、
『
古
義
』
の
前
段

階
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
書
名
か
ら
見
て
、
『
愚
考
』
で
自
説

Ｉ

の
展
示
を
企
て
た
意
図
が
、
『
啓
蒙
』
に
よ
り
一
層
積
極
化
し
た
こ
と
が
当
然

考
え
ら
れ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
鹿
持
雅
澄
蔵
書
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
「
麻
ノ
部
」
の

書
目
の
う
ち
、
『
万
葉
集
古
義
』
四
十
六
冊
、
『
同
草
稿
』
廿
四
冊
に
な
ら
ん

で、、
古義別本

万
葉
啓
蒙
七
冊

が
あ
る
。
も
と
も
と
「
古
義
」
に
先
立
っ
て
『
万
葉
啓
蒙
』
と
呼
ば
れ
た
七
冊

の
稿
本
が
あ
っ
た
が
、
七
冊
で
筆
を
止
め
、
間
も
な
く
『
万
葉
集
古
義
』
の
執

筆
に
転
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
七
冊
と
い
う
の
は
、
高
知
飛
鳥
井
玉
衛
旧
蔵

本
の
中
に
あ
る
『
蔵
書
目
録
』
の
麻
ノ
部
に
も

万葉集古義別本一一一柵蕊卿趾蔚に柵一ノ上中下

一冊赤表紙一ノ上天

と
あ
る
よ
う
に
、
内
容
が
具
体
的
に
わ
か
る
。
『
啓
蒙
』
と
題
し
た
の
は
、
厳

密
に
い
え
ば
む
し
ろ
一
冊
の
み
で
、
他
は
全
二
十
巻
の
巻
初
の
部
分
を
扱
っ

た
、
「
古
義
」
の
別
本
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
初
稿
零
本
の
類
で
あ
っ
た
。

右
の
「
蔵
書
目
録
」
で
は
、
書
目
を
見
せ
消
ち
に
し
て
あ
る
の
は
、
「
古
義
」
の

。

Ｏ

内
容
に
極
め
て
近
く
、
し
か
も
そ
れ
と
や
や
異
な
る
別
本
の
よ
う
な
内
容
、
体

裁
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
万
葉
啓
蒙
』
の
稿
本
は
現
存
し
な
い
の
で
、
そ
の
内
容
を
考
え
る
手
が
か
り

を
今
ま
で
は
欠
い
て
い
た
が
、
南
部
厳
男
校
本
『
万
葉
集
』
（
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
）
巻
一
の
書
入
れ
に
記
事
の
断
片
と
思
わ
れ
る
も
の
が
記
入
さ
れ
て
い
る
の

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
書
六
枚
裏
の
目
次
と
巻
一
本
文
と
に
は
さ
ま
れ
た
余

白
に
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。

啓
蒙
二
云
○
山
跡
乃
国
ハ
今
ノ
大
和
国
ヲ
サ
セ
リ
尚
本
居
氏
ノ
国
号
考
二

詳
シ
考
へ
併
ス
ベ
シ
サ
テ
夜
麻
登
ノ
名
義
未
詳
□
ロ
ノ
山
ノ
謂
モ
テ
解
□

～
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ヤ
ニ
ハ
ト

説
ハ
ウ
ケ
カ
タ
キ
ョ
シ
有
り
荒
木
田
久
老
力
考
二
夜
麻
登
ハ
家
庭
処
ノ
略

転
ナ
ル
ベ
シ
ト
イ
ヘ
リ
シ
ハ
当
レ
リ
ャ
当
ラ
ズ
ャ
尚
彼
説
一
天
論
ア
リ
伊

与
人
田
内
秀
真
力
説
に
饒
速
日
命
天
ョ
リ
見
サ
ケ
マ
シ
テ
倭
洲
二
降
坐
シ

ョ
リ
虚
見
津
夜
麻
登
国
ト
イ
ヘ
ル
ョ
シ
書
紀
二
見
エ
タ
リ
カ
カ
レ
バ
此
ノ

ッ
ラ
。
。
、
ツ
マ
。
。
、
タ
ツ
ク
ニ

命
ノ
倭
洲
二
降
り
宮
造
シ
ロ
シ
メ
シ
賜
フ
故
二
虚
見
津
屋
見
立
国
ト
イ
フ

ハジマ

意
ニ
テ
コ
ノ
倭
テ
フ
名
ハ
起
レ
ル
ナ
ル
ベ
シ
サ
テ
ハ
倭
ハ
屋
見
立
ナ
リ
カ

ク
イ
フ
故
ハ
古
事
記
二
天
ノ
ミ
ハ
シ
ラ
ヲ
見
立
八
尋
殿
ヲ
見
立
ト
ア
リ
凡

テ
尊
キ
神
ノ
シ
ロ
シ
メ
ス
ヲ
見
ト
モ
立
ト
モ
イ
ヘ
リ
此
の
説
シ
バ
ラ
ク
拠

ア
リ
テ
オ
ホ
ユ
ト
ア
リ

右
の
校
本
は
、
早
く
か
ら
雅
澄
に
師
事
し
て
、
そ
の
研
究
業
績
に
有
力
な
補

佐
の
役
を
勤
め
た
南
部
厳
男
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
雅
澄
の
万
葉

註
解
の
仕
事
が
、
『
啓
蒙
』
を
経
て
更
に
本
格
化
す
る
た
め
に
は
、
一
層
徹
底

し
た
、
校
異
作
業
が
必
要
な
段
階
に
来
て
い
た
の
で
、
そ
の
要
請
に
こ
た
え
る

た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
厳
男
は
、
ま
ず
巻
一
の
万
葉
集
本
文
を
謄
写
し
、
そ

れ
に
校
異
を
加
え
、
そ
の
結
果
を
雅
澄
の
参
考
に
供
し
た
上
、
筆
者
み
ず
か
ら

座
右
に
置
い
て
興
味
あ
る
事
項
を
書
入
れ
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
初

の
仕
事
で
あ
る
万
葉
本
文
の
騰
写
が
終
っ
た
日
次
に
つ
い
て
は
何
ら
の
記
録
も

な
い
が
、
最
も
重
要
な
、
諸
本
の
比
校
作
業
に
関
す
る
最
初
の
仕
事
は
、
巻
一

に
つ
き
、
宮
地
氏
校
本
を
文
化
十
四
年
丁
丑
五
月
十
五
日
に
終
了
し
て
い
る
識

語
が
巻
末
に
見
え
る
の
で
、
本
文
の
騰
写
は
少
く
と
も
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
又

厳
男
の
手
に
よ
っ
て
、
『
啓
蒙
』
原
典
か
ら
の
重
要
な
引
用
記
事
が
書
入
れ
ら

れ
た
の
も
、
恐
ら
く
本
文
騰
写
の
直
後
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
啓
蒙
の

書
名
を
廃
し
て
、
『
万
葉
集
古
義
』
と
銘
打
つ
註
釈
が
新
し
く
生
れ
た
最
初
の
徴

証
は
、
先
き
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
（
巻
二
上
に
で
は
あ
る
が
）
文
化
十
五
年

（
文
政
元
年
）
八
月
に
書
写
を
終
っ
て
い
る
事
実
（
高
知
乙
本
）
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
書
入
れ
の
原
拠
に
な
っ
た
『
啓
蒙
』
そ
の
も
の
の
成
立
時
期
も
、
又

文
化
十
二
、
三
年
頃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
下
っ
て
文
政
六
年
八
月
に
は

、

、

『
万
葉
集
古
義
』
巻
二
上
に
再
考
を
施
せ
る
程
、
『
古
義
』
の
仕
事
が
進
捗
し

ていた（高知甲本）。

右
に
引
用
し
た
『
啓
蒙
』
の
断
片
に
は
、
す
で
に
宣
長
、
久
老
の
所
説
が
見

え
、
又
語
釈
に
重
点
を
お
く
方
式
を
選
ん
で
い
る
点
な
ど
、
内
容
は
さ
き
の

『
記
聞
』
『
愚
考
』
の
形
式
を
ま
ず
襲
い
な
が
ら
、
．
し
か
も
こ
れ
を
一
層
詳
密

に
し
、
前
二
著
よ
り
も
更
に
『
古
義
』
へ
近
づ
い
た
観
が
あ
る
、
今
右
と
重
復

す
る
部
分
を
『
古
義
』
の
巻
一
と
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。

ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ

（
古
義
）
○
山
跡
乃
国
は
、
今
の
畿
内
大
和
ノ
国
を
さ
せ
り
、
本
居
氏
ノ
国

〃〃ハ

号考に詳しくいへるを考フベし、大和ノ国をしるしめすよし詔

、
シ
ロ
シ
〆

ひ
て
、
お
の
づ
か
ら
天
ノ
下
を
所
治
す
こ
と
に
わ
た
り
て
き
こ
ゆ
る
な

ヤ
マ
ト

サ
ダ
カ
十
ラ
ズ

可
シ

リ
、
さ
て
夜
麻
登
の
名
ノ
義
未
詳
、
（
す
べ
て
山
の
謂
も
て
解
た
る
説
は

ヤ
マ
ト

う
け
が
た
き
よ
し
有
り
、
荒
木
田
久
老
考
に
、
夜
麻
登
は
家
庭
処
の
略
転

ソ
ノ

イ
フ

な
る
べ
し
、
と
い
へ
り
し
は
当
れ
や
当
ら
ず
や
、
な
ほ
彼
説
に
は
謂
べ
き

こ
と
あ
り
、
伊
与
人
田
内
秀
真
が
説
に
、
饒
速
日
ノ
命
倭
ノ
洲
に
降
り
、

ヶ、ヤック帥．

ソ
ラ
ゲ
、
ツ
ヤ
，
§
タ
ッ
ク
二

宮
造
し
る
し
め
し
賜
ふ
故
に
、
虚
見
津
屋
見
立
国
と
い
ふ
意
に
て
、
こ
の

ハ
ジ
マ

倭
て
ふ
名
は
起
れ
る
な
る
べ
し
、
さ
て
は
倭
は
屋
見
立
な
り
、
か
く
い
ふ

ア
メ

ざ
、
タ
ツ

故
は
、
古
事
記
に
天
の
み
は
し
ら
を
見
立
八
尋
殿
を
見
立
と
あ
り
、
凡
て

尊
キ
神
の
し
る
し
め
す
を
、
見
と
も
立
と
も
い
へ
り
と
久
老
い
へ
り
、
此

ヨリク暇○コロ

の
説
し
ば
ら
く
拠
あ
り
げ
に
は
お
ぽ
ゆ
）

こ
こ
で
は
『
啓
蒙
』
説
の
叙
述
を
詳
密
に
す
る
た
め
の
整
理
が
多
少
添
加
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
、
殆
ん
ど
『
啓
蒙
』
原
態
の
ま
ま
が
、
『
古
義
』
註
解
の
本
文

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

『
啓
蒙
』
は
、
こ
う
し
て
そ
の
前
身
で
あ
る
『
愚
考
』
（
仮
称
）
の
成
立
し
た

Ｉ
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五
『
啓
蒙
』
か
ら
『
古
義
』
へ

だ
が
『
啓
蒙
』
か
ら
『
古
義
』
へ
そ
の
註
釈
が
推
移
し
て
行
っ
た
の
は
、
単

な
る
量
の
発
展
で
な
く
、
研
究
体
系
の
上
で
重
大
な
進
展
で
あ
っ
た
。

こ
の
場
合
書
名
に
使
っ
た
「
啓
蒙
」
と
い
う
用
語
は
雅
澄
の
初
期
の
研
究
が

土
佐
藩
学
即
ち
海
南
朱
子
学
と
深
い
交
渉
を
持
っ
て
い
た
点
を
考
え
さ
せ
る
に

十
分
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
朱
子
は
、
六
経
を
学
ぶ
前
に
、
ま
ず
「
小

学
」
「
近
思
録
」
を
学
習
す
べ
き
を
主
張
し
、
且
つ
六
経
の
中
、
易
経
に
新
し

く
義
理
？
即
ち
道
徳
的
な
見
解
を
添
加
し
た
。
そ
の
朱
子
学
を
藩
学
の
宗
と
す

る
に
努
力
し
た
山
崎
闇
斎
は
、
こ
の
学
習
態
度
を
き
び
し
く
守
り
、
朱
子
が
易

経
に
つ
い
て
解
釈
を
下
し
た
著
述
「
易
学
本
義
」
「
易
学
啓
蒙
」
を
自
分
の
手

で
編
輯
、
刊
行
し
、
子
弟
の
講
習
に
資
し
た
。
特
に
「
易
学
啓
蒙
」
三
巻
は
、

後
の
藩
学
教
授
役
に
つ
い
た
人
々
も
、
闇
斎
に
倣
っ
て
こ
れ
を
第
一
の
学
習
書

と
定
め
た
事
実
が
あ
る
。
「
万
葉
私
考
」
の
著
者
宮
地
春
樹
も
、
公
式
に
こ
の

書
を
藩
校
で
講
じ
た
記
録
が
、
「
宮
地
日
記
」
に
残
っ
て
い
る
。
雅
澄
も
幼
童
の

頃
、
儒
学
を
教
授
役
の
中
村
世
潭
か
ら
教
え
ら
れ
た
時
、
勿
論
こ
の
書
を
学
習

し
た
も
の
と
思
う
。
従
っ
て
こ
の
書
名
が
彼
の
初
期
の
万
葉
注
釈
書
に
利
用
さ

れ
る
の
も
す
こ
ぶ
る
自
然
で
あ
る
。

易
経
に
関
す
る
朱
子
の
新
し
い
理
解
が
雅
澄
の
古
典
研
究
に
結
び
つ
く
の

は
、
一
見
奇
異
の
感
が
あ
る
が
、
易
経
の
中
に
潜
む
義
理
、
即
ち
道
徳
的
要
素

を
重
視
す
る
朱
子
の
立
場
と
、
土
佐
藩
学
の
伝
統
の
中
に
生
ま
れ
た
雅
澄
の
万

文
化
十
一
年
以
後
、
間
も
な
く
筆
を
と
り
、
恐
ら
く
は
文
化
十
二
、
三
年
の

頃
、
雅
澄
の
万
葉
集
註
釈
の
代
表
著
作
と
し
て
扱
わ
れ
る
だ
け
の
整
っ
た
形
態

を
な
し
て
い
た
も
の
と
思
う
。
そ
の
体
裁
も
『
古
義
』
に
極
め
て
似
て
い
た
の

は
明
ら
か
で
あ
る
。

葉
集
研
究
と
は
必
ず
し
も
背
致
し
な
い
。
も
と
も
と
土
佐
で
は
、
朱
子
学
を
奉

ず
る
藩
学
中
枢
部
の
人
々
が
、
同
時
に
国
学
の
系
統
に
棹
さ
す
の
が
大
勢
で
あ

り
、
谷
真
潮
も
宮
地
春
樹
も
例
外
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
雅
澄
が
「
古
義
」

以
前
に
、
朱
子
学
の
影
響
下
に
立
っ
て
、
「
啓
蒙
」
と
名
の
つ
く
註
釈
を
作
っ

て
も
、
「
古
義
」
の
著
作
と
決
し
て
矛
盾
し
な
い
。
た
し
か
に
彼
は
、
後
の
「
古

義
」
で
立
て
た
国
学
的
体
系
の
中
で
、
宣
長
に
倣
い
、
こ
と
ご
と
し
い
「
道
」

の
主
張
を
退
け
、
飾
ら
な
い
、
自
然
の
「
言
霊
の
風
雅
」
を
慕
っ
た
。
し
か
し

晩
年
に
な
る
と
、
再
び
日
本
書
紀
を
研
究
対
象
に
選
び
、
「
皇
朝
学
」
を
主
張

し
、
「
道
」
を
立
て
よ
う
と
し
は
じ
め
る
。
こ
の
発
展
の
事
実
は
、
初
期
の
「
万

葉
啓
蒙
」
の
中
に
、
す
で
に
晩
年
の
生
長
の
芽
が
出
来
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

のである。

右
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、
こ
の
書
が
、
雅
澄
の
研
究
生
涯
に
占
め
る
意

味
と
し
て
は
、
ま
ず
著
者
の
古
典
啓
蒙
に
対
す
る
強
い
願
い
、
他
方
に
は
儒
学

的
教
養
を
正
面
か
ら
否
定
し
な
い
と
い
う
、
国
学
的
研
究
体
系
へ
の
未
熟
な
態

度
を
帰
納
で
き
る
。
今
こ
の
二
点
を
綜
合
し
て
み
る
と
、
『
啓
蒙
』
の
成
っ
た

初
期
の
段
階
で
は
、
研
究
の
対
象
を
日
本
の
古
典
に
選
ん
で
は
い
る
が
、
な
お

藩
学
の
伝
統
か
ら
十
分
抜
け
切
っ
て
い
な
い
意
識
が
働
い
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
『
啓
蒙
』
は
、
著
者
が
初
期
に
受
け
た
儒
学
の
素
養
を
忠
実
に
引
き
継
ぎ
、

郷
士
の
藩
学
の
伝
統
か
ら
な
お
脱
け
出
せ
ず
に
低
迷
し
て
い
る
状
態
を
映
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
『
啓
蒙
』
は
、
却
っ
て
「
古
義
」
の
前

身
に
ふ
さ
わ
し
い
位
置
に
立
つ
も
の
と
思
う
。

さ
て
雅
澄
は
、
儒
学
風
の
名
目
を
し
り
ぞ
け
、
『
古
義
』
の
名
が
示
す
よ
う

な
国
学
的
研
究
体
系
へ
切
り
換
え
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
転
換
が
行
わ
れ
は
じ

め
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
色
々
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
主

要
な
る
契
機
は
、
著
者
が
そ
の
頃
、
師
の
宮
地
仲
枝
を
中
心
と
す
る
歌
人
グ
ル

ノ
１

ノヘ
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-
プ
に
属
し
、
歌
を
た
し
な
み
な
が
ら
、
周
囲
の
人
々
の
誘
披
下
で
、
古
典
研

究
に
真
贄
に
打
ち
込
ん
で
行
っ
た
時
身
に
つ
け
た
意
識
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と

思う。雅
澄
の
新
し
い
研
究
活
動
は
仲
枝
の
父
春
樹
が
か
っ
て
師
事
し
た
本
居
宣
長

へ
の
傾
倒
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
文
化
十
四
年
に
は
、
『
山
斎
集
』
に
見
え
る

よ
う
に
「
寄
海
懐
旧
」
と
い
う
、
宣
長
大
人
十
七
回
忌
追
悼
の
難
波
出
題
に
答

え
て
、
（
こ
の
出
詠
は
文
化
十
一
年
に
『
愚
考
』
を
難
波
の
美
濃
屋
忠
五
郎
に

托
し
て
関
谷
敬
蔵
に
送
っ
た
時
の
、
あ
の
鈴
門
と
の
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
）

一
首
の
長
歌
を
詠
み
送
る
な
ど
、
こ
上
数
年
、
国
学
的
研
究
体
系
に
通
暁
す
る

た
め
の
ひ
た
む
き
な
努
力
が
積
み
重
な
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
『
古
義
』
は
、
語

釈
を
主
に
し
た
『
啓
蒙
』
ま
で
の
諸
説
に
、
国
学
と
い
う
新
し
い
研
究
体
系
の

骨
組
み
を
架
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
的
で
、
よ
り
綜
括
的
な
『
古
義
』

註
釈
体
系
を
組
み
立
て
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
う
。

『
古
義
』
の
名
義
は
、
そ
の
後
、
著
者
が
研
究
の
最
後
の
到
達
目
標
と
し
て
ね

註
七
享
マ
言
呂
註
八

ら
っ
た
「
上
古
の
あ
り
か
た
」
と
同
義
の
「
古
風
古
義
」
か
ら
由
来
し
て
い
る

註
九
註
一
○

と
考
え
る
。
こ
の
思
想
は
、
後
に
著
者
が
「
古
の
て
ぶ
り
」
、
個
有
の
「
風
体
」
、

註二

無
為
の
う
ち
に
お
の
ず
か
ら
備
わ
る
「
す
が
た
」
と
呼
ん
だ
よ
う
な
、
一
種
普

遍
的
な
気
味
に
も
生
長
を
と
げ
て
行
く
。
ま
ず
文
化
十
年
前
後
か
ら
三
四
年
の

間
に
、
に
わ
か
に
著
者
の
胸
中
で
活
溌
に
動
き
始
め
た
「
古
風
古
義
」
を
慕
う

気
持
こ
そ
、
明
ら
か
に
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
の
種
の
思
想

体
系
へ
彼
の
主
著
を
誘
導
、
発
展
さ
せ
て
行
く
原
動
力
と
な
っ
た
。

六

結

ぴ

『
万
葉
集
古
義
』
の
前
身
の
う
ち
、
側
『
万
葉
集
記
聞
』
②
『
万
葉
集
巻
々
愚

考
』
（
仮
称
）
③
『
万
葉
啓
蒙
』
は
何
れ
も
『
万
葉
集
古
義
』
と
同
様
、
雅
澄

の筆になる。このうち『記聞』だけが巻一の中下にあたる部分を註

、

。

■

の

Ｕ

〃

し
た
冊
子
本
（
竹
柏
園
蔵
）
、
又
『
愚
考
』
は
雅
澄
筆
の
『
雑
誌
』
第
二
十
二

冊
（
飛
鳥
井
玉
衛
旧
蔵
）
に
見
え
る
全
二
十
巻
に
亘
る
摘
解
記
事
三
十
二

条
）
で
、
現
存
し
な
い
『
甲
戌
雑
志
』
に
こ
れ
と
同
じ
形
で
収
ま
っ
て
い
た
も

の
。
『
啓
蒙
』
は
か
つ
て
は
た
し
か
に
所
在
し
た
が
今
は
門
弟
南
部
厳
男
校
本

『
万
葉
集
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
の
余
白
書
入
れ
に
僅
か
に
残
る
断
片
に
す

ぎぬ。以
上
の
よ
う
に
雅
澄
自
身
の
手
に
な
っ
た
三
筒
の
前
身
書
は
、
凡
そ
側
か
ら

順
次
成
立
し
て
行
っ
た
。
『
記
聞
』
は
そ
の
名
の
通
り
、
雅
澄
が
宮
地
仲
枝
の

講
莚
に
列
し
た
時
の
間
書
き
内
容
を
主
体
と
し
て
出
来
た
も
の
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
。
即
ち
雅
澄
が
後
に
示
し
た
万
葉
集
註
釈
体
系
の
大
筋
は
、
そ
の

最
初
の
示
唆
を
仲
枝
か
ら
受
け
、
そ
の
時
の
影
響
の
下
に
、
決
定
的
な
方
向
を

定
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
一
年
に
し
て
、
『
愚
考
』
が
成
立
し
た
。
そ

、

、

、

、

の
名
の
示
す
よ
う
に
、
閏
書
か
ら
多
少
な
り
と
愚
考
を
示
し
た
い
と
す
る
若
い

筆
者
の
見
識
が
頭
を
も
た
げ
は
じ
め
た
こ
と
を
物
語
る
。
摘
解
で
は
あ
る
が
二

十
二
条
に
亘
る
全
巻
の
語
釈
が
主
体
的
に
試
み
ら
れ
て
お
り
、
当
時
彼
の
手
で

運
ん
で
い
た
作
業
は
現
存
の
『
愚
考
』
よ
り
量
に
お
い
て
、
も
っ
と
厚
み
の
あ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
端
念
に
用
例
を
掲
げ
て
要
語
の
詳
解
を
試
み
る
方

法
は
、
そ
の
ま
ま
後
の
『
古
義
』
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。
又
『
啓
蒙
』
は
恐

ら
く
『
愚
考
』
執
筆
の
後
、
こ
の
集
の
一
般
的
な
普
及
を
心
が
け
、
殊
に
朱
子

、

、

、

の
啓
蒙
書
に
な
ら
っ
て
、
童
蒙
を
も
啓
発
す
る
著
作
を
企
画
し
て
生
れ
た
も
の

と
思
う
。
著
者
は
晩
年
、
日
本
古
典
の
啓
蒙
運
動
に
対
し
て
藩
自
身
が
手
を
つ

け
る
必
要
を
力
説
し
、
そ
の
旨
を
上
申
し
た
が
、
万
葉
集
に
関
す
る
限
り
は
自

分
の
手
で
そ
の
仕
事
が
す
で
に
完
了
し
て
い
た
と
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

雅
澄
は
右
の
具
申
書
（
「
存
寄
書
」
）
の
中
で
民
間
の
学
を
す
す
め
、
た
と
え
草
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註一二

蒙
の
児
童
な
り
と
も
藩
の
手
に
よ
り
陶
冶
す
べ
き
旨
を
公
に
し
て
い
る
。
『
啓

蒙
』
と
い
う
書
名
を
著
者
が
掲
げ
た
時
の
意
図
は
、
後
に
『
古
義
』
と
な
っ
て

見
事
に
結
実
し
た
。
『
啓
蒙
』
は
時
間
的
に
も
『
古
義
』
に
最
も
接
近
し
て
い

る
だ
け
に
、
そ
の
意
図
を
発
展
す
る
た
め
、
た
易
く
自
己
を
解
消
し
て
は
ば
か

らなかった。

『
啓
蒙
』
の
成
立
と
殆
ん
ど
並
行
し
て
、
文
化
十
三
、
四
年
頃
『
啓
蒙
』
か
ら

『
古
義
』
が
脱
皮
す
る
た
め
に
必
要
な
校
異
作
業
拡
充
の
基
礎
が
南
部
厳
男
の

手
で
『
校
本
』
の
形
を
と
っ
た
。
そ
の
成
果
も
『
古
義
』
の
中
に
余
さ
ず
摂
取

さ
れ
、
そ
れ
が
実
証
的
に
組
織
さ
れ
る
た
め
の
基
礎
作
り
に
貢
献
し
た
。
か
く

し
て
『
万
葉
集
古
義
』
と
名
の
つ
く
註
釈
が
真
の
意
味
で
完
成
し
た
こ
と
を
告

げ
る
『
万
葉
集
古
義
総
考
』
の
誕
生
（
天
保
六
年
、
四
五
才
）
を
さ
か
の
ぼ
る
す

で
に
一
一
十
年
前
に
『
記
聞
』
の
出
発
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
『
愚
考
』

『
啓
蒙
』
を
受
け
て
『
古
義
』
へ
と
そ
の
作
業
が
新
し
く
転
換
し
た
こ
と
こ

そ
、
彼
の
研
究
生
活
に
と
り
実
は
重
大
な
転
生
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

雅
澄
の
研
究
生
涯
に
と
り
、
大
き
な
転
機
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
う
ち
最

も
著
し
い
の
は
右
に
掲
げ
た
『
記
閏
』
『
愚
考
』
『
啓
蒙
』
と
続
く
一
聯
の
註
解

作
業
か
ら
、
特
に
文
化
末
年
に
動
き
は
じ
め
た
「
古
義
」
へ
の
転
生
で
あ
る
。

そ
れ
は
晩
年
に
認
め
ら
れ
る
弘
化
三
年
の
『
訂
正
日
本
書
紀
』
の
成
立
、
及
び

同
年
の
『
存
寄
書
』
に
よ
る
意
見
具
申
の
試
み
と
互
に
呼
応
す
る
重
大
な
転
期

で
あ
る
。
前
者
は
文
化
十
三
年
、
教
授
館
写
字
生
に
、
後
者
は
弘
化
三
年
、
白

札
格
に
昇
格
し
た
と
い
う
、
い
ず
れ
も
身
分
上
の
変
化
が
転
機
の
素
因
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
稿
で
主
と
し
て
述
べ
た
『
記
聞
』
『
愚
考
』
『
啓
蒙
』
の
註
釈
作

業
は
、
い
ず
れ
も
『
古
義
』
の
前
身
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
彼
の
研
究

が
あ
く
ま
で
も
次
の
『
古
義
』
へ
と
転
生
す
る
準
備
期
で
あ
り
、
新
し
い
『
古

義
』
に
対
置
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
晩
年
に
見
ら
れ
る
『
古

義
』
を
通
り
抜
け
た
、
そ
れ
以
後
の
研
究
の
母
胎
に
も
な
っ
て
い
る
。
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『
鹿
持
雅
澄
遣
稿
』
（
高
知
大
学
文
理
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編
）
第
一
三
’
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頁

註
二
万
葉
集
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一
（
国
書
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）
第
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三
頁

註
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澄
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万
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右
）
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頁
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右
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頁
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九
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格
』
上
（
万
葉
集
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巻
）
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モ
テ
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右
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